






































































































ています。たとえば FW です。日本の FW は守備に重点を置いている
といわれていますが、その時には本気でボールを奪いにいくような、そ
中西哲生／なかにし・てつお
1968年愛知県出身、41歳。同志社大学卒業。現役時代は名古屋グランパスエイト、川
崎フロンターレで活躍。引退後、スポーツジャーナリストとして活動。現在、三桂所
属。日本サッカー協会特任理事。著書は『新・キックバイブル（幻冬舎）』など
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ワールドカップサッカー
南アフリカ大会は
日本に何を遺したか
ういうプレーをしていました。DF の選手たちもどんどんボールを前へ
つないでいます。
　ザッケローニ監督は岡田監督のもとで積み上げて南アフリカで一応の
結果を出したチームを評価し、壊さないまま新しいものを加えていこう
という姿勢でいます。ワールドカップが終わって新監督が就任すると、
新しくチームづくりをするケースになりやすいものです。しかし、それ
は本来やるべきことではないと思っていました。
内山　宇都宮さん、いかがでしょうか。
宇都宮　新監督就任当初は、どういう風になっていくかは正直わかりま
は、アジアカップがワールドカップの翌年すぐに開催されることになり、
しかもこの大会で優勝しなければ FIFA コンフェデレーションズカップ
2013（ブラジル大会）の出場権が与えられないのでおろそかにはでき
ません。
　今度のアジアカップはカタールで開催されます。僕も中東のチームと
アジアの予選で戦ったことありますが、非常につかみづらいチームが多
いです。南米、ヨーロッパとは戦い方が異なるチームです。慣れていな
い相手と戦うことはザッケローニ監督にとっても難しいと思うんです。
アウェーで中東のチームと戦うこと自体は、すごくいい試練ですし、ワ
ールドカップにむけても刺激になります。ここで勝ち上がり、予選３試
合と準々決勝、準決勝、決勝、もしくは３位決定戦の最大６試合を経験
できればベストだと思います。試合を経験しないままアジアカップを迎
えるのは難しいことですが、その経験を積んだ選手たちを見極め、ワー
ルドカップ本選への選手を選考していきます。
内山　アジアカップは開催時期が１月です。ワールドカップにむけて大
会がさらに増えていく時期であり、調整がどうなるのか不透明な部分は
せんでした。ザッケローニ
監督を就任の会見をみたと
きに近くで写真をとってい
ましたが「イタリア人でこ
んなに笑わない人もいるん
だ。身振り手振りもあまり
大きくないし」という第一
印象でした。しかし、実際
の仕事となれば精力的に J
リーグの試合活動や練習を
見に行きます。監督の緒戦
となった10月のアルゼン
チン戦で選んだメンバーは、
今までの日本チームの戦い
方を継続しつつ、自分がみ
たい選手を並べていました。
ザッケローニ監督の結果が
みえてくるのは、これから
です。今までイタリアで指
あったかと思います。
後藤　日本のサッカー界は
ちょうどシーズンオフです。
J リーグが終わって一段落
がつき、天皇杯を迎える時
期。J リーグで負けたチー
ムもあれば、元日まで試合
をするチームもある。バラ
バラのコンディションのな
かで大会を迎えますので、
とくにワールドカップに出
た選手にとってはコンディ
ションがきついところです。
６月にワールドカップ４試
合を戦って、それからすぐ
にJリーグが始まりました。
しかも、この前の夏は暑か
った。猛暑の中戦って、１
月１日まで天皇杯で試合を
導してきたザッケローニ監督にとって海外での指導は初めてです。し
かもナショナルチームです。また、日本代表の歴代監督も、クラブの
イタリア人監督が就任したことはありませんでした。お互い初めての
チャレンジです。非常にいい効果が出ればいいな、と期待していると
ころです。
内山　このあとは J リーグの天皇杯が残る程度です。ただ、国際試
合は１月７日から29日まで AFC アジアカップという公式戦が控えて
います。今後の強化をうらなう重要な試合です。なぜオフシーズンと
もいえる冬に、アジア選手権があるのか。アジア・日本の特殊事情を
理解する必要があると思いますが。
中西　そうですね。この時期になぜ行なわれるのかというと、ヨーロ
ッパ選手権南米選手権の影に隠れてしまっているということが関係し
ています。AFC アジアカップというのはワールドカップの中間点です。
ヨーロッパ選手権、南米選手権などの影に隠れてしまうのではないか
ということで毎回オリンピックの翌年に開催されます。日本にとって
して、そしてすぐに代表はカタールまで行く。帰ればシーズン始動の時
期。ずーっと、オフをとらないで試合をしないといけない。これはきつ
いです。コンディション的なことを考慮して、休ませる選手は休ませる
くらいのことをした方がいいかもしれません。休ませるときには思い切
って休ませる。むしろ日本代表の経験が少ない選手をつれていく、それ
くらい思い切ったチームづくりをした方がいいのではないか、というの
が僕の意見です。
内山　きたるアジアカップ、いきなり結果を求められてしまうという点
ではどうでしょう。
宇都宮　アジアカップですが、１月９日がヨルダン戦、13日がシリア戦、
17日がサウジアラビア戦を戦います。やっぱり、サウジアラビアとは
前回準決勝で対戦して惜敗しましたのでここは倒したいところですね。
あと、後藤さんがおっしゃるように日程的に厳しい点があります。天皇
杯でベスト４に進出するチームの選手は選出しなくていいんじゃないか
という意見もあるほどです。日本サッカー協会がどのような判断を下す
後藤健生／ごとう・たけお
1952年東京都出身、58歳。慶應義塾大学大学院修了。日本のサッカージャーナリストの先駆者として
知られる。国際サッカー歴史記録学会アジア地区代表委員。日本サッカーライターズ協議会理事。関西
大学客員教授。著書は『サッカーの世紀（文春文庫）』など
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かわかりませんが、おそらく、ザッケローニ監督は現実的な方なので、
疲れている選手を無理に使うことがないと思います。まちがいなく、ザ
ッケローニ監督は勝ちに行くと思いますが、どう組み立てて勝ちにいく
のかというところに注目したいと思います。
内山　今後の評価にも影響を与える大会を迎えることになります。これ
までになかったステージになるでしょう。大きな意味での実験結果、日
本サッカー界が注目されることになります。
　
FIFA と南アフリカ共和国
内山　これからは、私のパスを待つ必要はありませんので、どうぞお三
方、ご自由にお話し下さい（笑）。すこし、時計の針を３カ月ほど前に
戻していきましょう。FIFA ワールドカップ南アフリカ大会はサッカー
のこれまでの歩みの中でどのような位置づけだったのか、総括というか
たちで考えたいと思います。後藤さんは FIFA の戦略などについてお詳
しいと思います。この３カ月でなにがあったのでしょうか。
後藤　非常に余分な話がからむのですが、FIFA という組織はどういう
ものなんだろうというところから考えなければなりません。FIFA は
1904年、ヨーロッパのサッカー協会の連合組織として発足しました。
発足当初は第二次世界大戦前に南米でぽつぽつとサッカーをやる地域が
出てきている程度で、形式的には世界組織でしたが実質的にはヨーロッ
パ各国の連合組織でした。ですから、ヨーロッパ各国の協会の偉い人た
ちのなかから会長が選ばれていました。その歴史がかわったのは、
1974年にブラジル出身のジョアン・アヴェランジェ氏が会長に選出さ
れてからです。つまり、ヨーロッパ以外から会長が選ばれました。アヴ
ェランジェ会長は実業家でした。財政的な手腕もあって、FIFA という
組織をヨーロッパの協会から独立させるほどの財源、人材をもち、組織
を作り上げていきました。そして、その後を受けた現会長ゼップ・ブラ
ッター氏はアヴェランジェ前会長の右腕として働いていました。彼はス
イス人ではあるけれども、ヨーロッパのサッカー協会に基盤を持ってい
る人ではありません。ですから、ヨーロッパのサッカー協会対アヴェラ
ンジェ、ブラッターという対立が長いこと続いてきました。もちろんヨ
ーロッパの方がサッカーはさかんですし、システムもあるしお金も持っ
ています。では、そこでブラッターは何を基盤にしたのかというと、会
長選出の選挙がある FIFA 総会でアフリカの小さな国、アジアの小さな
国を取りこみ投票数を獲得しました。そういうところを基盤にして、彼
が FIFA の会長であり続けました。
　そこで、沢山の国（票）をもつアフリカ大陸はブラッター会長にとっ
てとても重要になってきます。そのために「アフリカでの開催をぜひ実
現しよう」となりました。開催の動機としてはいかがなものかと思いま
すが、しかし、結果としてアフリカという非常に苦しい歴史を積んでき
た国・大陸で、盛大に大会が開催され、しかも運営なども非常にうまく
いき、大成功となりました。私は、ワールドカップを見に行ったのは今
回で10回目なのですが、今までの大会に比べても非常にいい運営がで
きていました。
　運営を支えていたのは現地のボランティアの人たちです。1995年に
行なわれたラグビーワールドカップでは白人のスポーツであるラグビー
を黒人もみんなで応援しようという運動が行なわれ、国民の意識が一つ
になりました。今度は、黒人のスポーツであるサッカーを白人もみんな
で応援しようという動きになりました。そこでうまく運営が行われまし
た。アフリカ大陸の国々にとって、非常に明るい話題となりました。
内山　宇都宮さんは現地でたくさんの写真をとってこられましたが、肌
で感じたワールドカップの雰囲気はどのようなものだったのでしょうか。
宇都宮　まず、南アフリカはとにかく寒かった。南半球は季節が冬なん
ですね。
後藤　寒いからブラジル勢が苦しみ、寒さに強い国が活躍しますね。
宇都宮　夜の試合だと吐く息が白いんですよ。試合を観戦したあとは宿
で原稿を書くわけですが、南アフリカでは電気の使用制限があって、電
気ストーブがなかなか暖まらず毛布を膝にかけながら仕事をしたことを
思い出します。知人に日本からカイロを持ってきてくれと頼んだほどで
した。しかし、海沿いの町はインド洋から風が吹いてきますので冬でも
そんなに寒くなりません。気候の変化は相当なものでした。
　今回、９都市10会場で試合が行なわれたのですが、なにしろ日本の
３倍の面積がある国ですから、非常にそれぞれの土地によって特色があ
りました。街並みの雰囲気、人種構成もちがうし、公用語が11もあり
ます。タクシーの運転手も４ヶ国語くらい話せたことにはびっくりしま
した。人種、文化、宗教もいろいろとひっくるめて一つの国になってい
ます。非常にマルチカルチャーの国だと思いました。食事はとにかくお
宇都宮徹壱／うつのみや・てついち
1966年東京都出身、45歳。東京芸術大学大学院修了。映像製作会社勤務後、写真家・
ノンフィクションライターに転身。2009年、ヨーロッパ各地のサッカー事情を取材し
た著書『フットボールの犬』が第20回ミズノスポーツライター賞最優秀賞を受賞する
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ワールドカップサッカー
南アフリカ大会は
日本に何を遺したか
いしかったです。今回、初めて南アフリカにいったという人も多かった
けど、わりと気に入って帰ってきた人は多くいたかもしれません。
内山　FIFA のホームページをみると、今、宇都宮さんがおっしゃった
ように観光客の90パーセント以上が満足したという答えがかえってく
るそうですね。
宇都宮　行く前はとにかく怖い、という情報ばかりだったんですよ。し
かし、実際は何度でも行きたいくらいの国でした。
内山　中西さん、皆さんもテレビ画面を通して御覧になっていました。
テレビでいうワールドカップのなかでこれほど騒然となったことはあっ
たでしょうか。
中西　僕は現地にいかず、ワールドカップを映像で見ていたのですが、
熱狂ぶりがすごかったです。
内山　アフリカで試合が行なわれる、というよりヨーロッパの試合をみ
ているかのようだ、という印象もありましたが……。後藤さん、アフリ
カ開催が決まったときに、エジプト、チュニジア、モロッコ、リビアと
いった候補もありましたね。
後藤　試合をするにはスタジアムが必要ですが、スタジアム自体が南ア
フリカ以外の国にはないんですね。南アフリカ共和国は、スポーツ大国
です。ラグビー、クリケットもさかんです。さきほどヨーロッパの試合
をみているようだ、というお言葉がありましたが、僕もそう思いました。
なぜかというと、古いスタジアムが会場だったところもあったのですが、
あれはラグビーのものですよ。ヨーロッパの、あるいはイングランドの
フットボールスタジアムで試合をみているかのような、そんな雰囲気で
した。なにかしら、スポーツの伝統というものが伝わってきました。南
アフリカのスポーツの伝統は、経済的に厳しい状況で、施設がなくて大
変な中で育ってきました。
　これは主旨と外れるかもしれませんが、ぜひみなさんに理解していた
だきたいことがあります。スポーツは、身体能力の高い人種が強いとい
う定説がありますが、それは本当なのかと僕は疑問に思うんですね。南
アフリカにはいろんな人種の方がいます。白人発祥のラグビーがさかん
になったのは最近ですが、黒人でもラグビーの名選手がたくさん生まれ
ました。そのほかにも実際、アジア人である日本人も海外で試合をして
勝てるし、北京オリンピックでは陸上の男子４００メートルリレーで銅
メダルを獲っています。アフリカ系の選手たちを相手にしても走って一
定の成績を残せたわけですから、人種による優劣というより、むしろス
ポーツの歴史とか文化、そういうものの違いから優劣が出てきたのでは
ないかと、南アフリカ大会を見て感じました。
内山　近年、ワールドカップがアジア、アフリカで開かれています。社
会的なインフラの事情もあると思いますが、それらはサッカーの後進国、
スポーツの後進地域かと思われていた。しかし、そうではなかったんで
すね。
後藤　スポーツの歴史があとから始まっているから弱いんですよ。かつ
て、ブラジルは昔サッカーの後進国でした。アルゼンチンの方がはやく
から強かった。しかし今では世界一の強さをもっています。今、一所懸
命努力すれば日本も将来ワールドカップで優勝できるようになることも
まったく不思議ではない、という考えです。
内山　アフリカ開催の意義として、アフリカに利益をもたらすことが大
きな目標の一つでした。アフリカにもたらされた今大会の利益はどうだ
ったのでしょうか。
宇都宮　経済的なことはもちろん、インフラも、スタジアムもそうです
が、道路など目に見える部分での開発が多かったですね。
　あともう一つ、アフリカに何をもたらしたかというと「自信」だと思
います。ワールドカップというある意味オリンピックよりも巨大なスポ
ーツイベントをアフリカが開催したという歴史的事実こそ、南アフリカ
にとって大きな利益になったことだと思います。今回開催国の南アフリ
カがグループリーグで敗退するというワールドカップ史上初のショック
な出来事がありました。今回は南アフリカ含め、中東、アフリカの国に
アドバンテージはなく、ガーナがやっとベスト８に進出したくらいでし
た。
　開催国がいなくなってしまうことで大会が盛り下がってしまうのでは
という心配がありました。しかし、逆に大会運営にかかわる人々・ボラ
ンティアを中心とした人々、あと開催都市のお店をやっている人々、ホ
テルの人々といった国民全体によって「我々が盛り上げるしかないだろ
内山俊哉／うちやま・としや
1964年佐賀県出身、47歳。九州大学法学部卒業。NHK（日本放送協会）に入局後、
野球・サッカーを中心にスポーツ実況アナウンサーとして長く活躍。ワールドカップは
94年アメリカ大会以来、５大会連続で実況を担当する。現在NHKチーフアナウンサー
−7−
Annual Report 2010
う」というほどの国民的な総意が生まれ、空気ががらっと変わった印象
を強くもっています。
　今回、最初の方こそ運営に戸惑う様子も垣間見ましたが「どうすれば
この大会はもっとメディアの人たちに心地よく取材してもらえるか、喜
んでもらえるか、海外のお客さんに対してどうやったらいい思い出をつ
くってもらえるか、南アフリカという土地に対していいイメージをもっ
て帰ってもらえるか」をみんな考えながらやっていました。成功した一
つの理由として、組織委員会だけではなく、南アフリカの人たちが当事
者意識をもって、いい大会にしようとしていました。ですから、ほとん
ど嫌な思いをすることがありませんでした。そういう意味では、本当に
幸せな大会だと思います。
内山　サクセス（成功）、プライド（自信）、ユニティ（統一）という言
葉があります。たしかに、今回の南アフリカ大会の象徴する言葉だとい
う話がありますが、今回は成功の大会であったかと思います。
宇都宮　ダーバンという都市にあるモーゼス・マヒダ・スタジアム（新
設）はオリンピックのメイン会場にも使える規模ですし、ぜひ夏季オリ
ンピック開催にも挑戦してもらいたいですね。
　
南アフリカで日本が得た成功と経験
内山　その南アフリカ大会で、自国開催以外では初めてベスト16まで
いきました。日本にとって自信を得た大会でした。中西さん、選手も含
めて、日本がこの南アフリカで得た成功体験、「この魚は逃がして大き
かったな」と思える苦い体験。いろいろあったと思いますが、どう思わ
れますか。
中西　さきほど後藤さんがおっしゃったとおり、選手たちは自信を手に
したと思います。選手たちと大会後に話をしたのですが、「これじゃだ
めだ」と、口ぐちに言っていました。本田選手のコメントで、これはす
ばらしいと思ったことがあります。「我々はワールドカップで日本人と
戦うわけでもない、アジア人とだけ戦うわけでもない、ヨーロッパや南
米の選手と戦うわけだから、それが日常にならないといけない」と言っ
ていました。それは僕もすごく感じていたことです。それを彼がいって
くれたおかげもあると思いますが「こんな短期間で変わるのか」と、び
っくりするほど変わった選手がいるんですよ。
　たとえば中村憲剛（川崎フロンターレ）や長友佑都（インテル・ミラ
ノ。当時は FC 東京）です。「たった１カ月、２カ月海外にいっただけ
で、こんな変わるのかというくらい変わった」と話していました。ワー
ルドカップを経て自信をつけ、これからは今回のベスト16以上の成績
であるベスト８、準決勝、決勝が見えてきました。それ以下の成績では
満足できなくなっています。上をめざすためには何をするべきか、選手
は考えていると思います。
　今回の大会前に立ち返ってみると、まず予選でデンマーク、カメルー
ン、オランダがいる E 組に入りました。「オランダが１位、デンマー
ク・カメルーンのどちらかが２位で抜けるのではないか」といわれてい
た中で日本が２位にしっかり入ったのだから、それは評価されていいで
しょう。ただ、その逆に、勝ったからうやむやにされたところもあると
思います。本田圭佑選手の場合、今までに経験がないセンターフォワー
ドを急きょ任されました。しかし、ふたを開ければ「マン・オブ・ザ・
マッチ（その試合での最優秀選手）」に日本の全４試合中３回選出され
るほどの大活躍でした。
　勝つことはすごく大事であると感じます。実際、カメルーン戦で本田
選手がゴールを決めたあと残り17分を耐えられたのは、前回のドイツ
大会のオーストラリア戦で負けた経験があったからこそでしょう。やは
りワールドカップでも、成功・失敗の体験が積み重なって次大会への大
きな糧になっています。大事なことは、とにかく１つでもワールドカッ
プの試合を多く戦うこと。これがワールドカップへの道をはやく進ませ
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ることになると僕は思っています。決勝トーナメントまで勝ち進み、
PK 戦までにもつれ込んだ。そこまでの経験は、今までなかったので、
次に向けて大きな財産だったと思いますね。
内山　ピッチの内、外に限らずすべてが財産になりますね。
後藤　失敗の体験について「日本は負けたほうがいいんだ」という意見
もありましたが、失敗の場合は「最大限の力を出して失敗すること」が
大事なのです。４年前のドイツ大会では、力を出し切れずに負けた失敗
でした。チームが２つに割れてしまった、コンディションがよくなかっ
た。このような負け方では、何が通用して、何が通用しないのかという
分析もできなくなってしまいます。今大会の場合、チーム力から考える
とカメルーンやデンマークとおなじコンディションで、ホーム＆アウェ
ーで戦ったのならやはり向こうのほうが強いと思います。そういう相手
と戦って勝った試合で、何が通用しなかったのか分析して本当の経験に
なると思います。今回、結果が出たことは自信になった、課題もはっき
りしたということで、経験を生かせば南アフリカ大会は日本のサッカー
においても非常に大きなターニングポイントになると思います。
宇都宮　日本人だけで戦いぬいてあの結果を出したことは忘れてはいけ
ないことだと思うんですね。監督日本人、コーチ陣スタッフ全員日本人、
もちろん選手は日本人。もっと言うと、J リーグから育っていった選手
たちだけで死力をつくして戦いました。多少の運はあったかもしれませ
んが、その運を生かすことも大事だと思います。力を出し切ったら日本
人だけでここまでいけるんだということを彼らが示してくれました。言
い換えると日本サッカー界の勝利です。日本人全体のなかでもいいニュ
ースになりましたね。スポーツの話で明るくなる、という経験を久しぶ
りに感じさせてもらいました。今後、選手のステージの多くが外国にな
ってきています。今後のワールドカップでは「ベスト16はいけるよ
ね」という見方をされるし、逆にそれくらいを目指さなければなりませ
ん。
内山　ベスト16に入った時にはとまどうほどの盛り上がりでした。選
手の想像以上だったかと思いますが。
中西　選手たちもみんな帰ってきた時「どうなっているんですか」と言
っていましたね。
内山　2002年の日韓共催も、決勝トーナメントに進出して渋谷が大盛
り上がりでした。しかし、今回はその時とは違う「俺たちの代表だ」と
いった気持ちが伝わります。
中西　ワールドカップの抽選会では厳しいところに入ったな、という印
象でした。その中で異国の地で逞しく戦う日本代表をみてすごく嬉しい
気持ちになりました。チームが集団として力を発揮した、日本代表にと
っては大きいことだと思います。前回では、川口能活（ジュビロ磐田）、
中村俊輔（横浜 F マリノス）らベテランは悔しい気持ちを持ちながら
もチームをまとめてきました。本当に選手のサポートに徹したし、すご
くつらかったかと思います。試合に出られるかどうかわからないという
時に「チームのために自分がなにができるんだろう」ということを考え
ながらやっていました。逆にいうと、本田君らの世代が、中村世代がや
ってきたことに対して「（先輩たちは自分たちに）これだけやってくれ
たのに恥ずかしくてできないよ」と言うのですが、この謙虚さは日本人
の良さだと僕は思うんですね。
内山　後藤さん、今回の南アフリカ大会よりも一つ前、2006年ドイツ
大会の日本代表チームは1999年のワールドユース大会にあたる世代で
すが、あの世代は日本サッカーの黄金世代で、ひとつのピークといわれ
ました（小野伸二選手、高原直泰選手、小笠原満男選手、中田浩二選手
など）。それから４年たって、南アフリカ大会ではその世代の選手と交
代して、若い選手が台頭してきました。そして、香川真司選手（ボルシ
ア・ドルトムント）や長友佑都選手（インテル・ミラノ）が出てきまし
た。また大学出身者（中村憲剛選手・中央大学出身、長友佑都選手・明
治大学出身、岩政大樹選手・東京学芸大出身）など、いろんなルーツを
もつ選手が増えています。2006年ワールドカップドイツ大会はひとつ
の世代の区切りであったのにもかかわらず、その黄金世代のピークを乗
り越えて結果を残しました。これはなぜでしょうか。
後藤　やはり黄金世代は能力的に突出した人たちです。ただ、今の日本
チームの良さ、強さはどこにあるかといえば、やっぱり日本全体で得て
きた経験値です。前の世代の人たちに切り開いてもらった、ワールドカ
ップ出場。選手として今回、初めて南アフリカに行った人もたくさんい
ますが、日本のサッカー界としては４回目になります。ワールドカップ
で戦うということはどういうことなのかわかっていたし、J リーグとい
うプロのリーグ戦を10数年つづけてきた歴史があります。サッカーと
いうものがどういうものか、結構理解できるように……まだなってはい
ませんが、ザッケローニ監督が試合の流れを読むようにさかんに言って
いますし、昔に比べればわかってきています。
　ですから、緒戦のカメルーン戦は慎重にロングボールを蹴り合うよう
なかたちで試合を進め、そのなかで１点を取り、後半どのように守るか、
ペース配分をどうするのか、「あんまり前に行かないようにする、行く
ときは行く」の見極めをしていました。そして、勝つための工夫はチー
ム作り全体にも同じことが言えます。控えの選手がどうプレーしてどう
生活したらいいのか、そういうことも含めてやっぱり、経験が蓄積され
ています。1998年に初めてワールドカップ出場したときには１試合目
で敗退したことも原因にありますが、３試合目になった時にはとても戦
える状態ではありませんでした。今回のパラグアイ戦ですが、中西さん
もおっしゃったように南米の強豪と互角に打ち合いをしたこともすごか
ったのですが、もし PK 戦で勝ったらスペインとやることになってい
ましたので、そこは非常に惜しかった。パラグアイ戦に勝って５試合目
があっても、やはり同じように戦えたと思います。日本のサッカー界が
今まで積み上げてきた経験が強みです。そして、さらにこれからも経験
が積み重なっていきます。
宇都宮　今日きている学生は20歳代前半くらいの方が多いかと思いま
すが、その方くらいってドーハの悲劇（1993年）を知らない人が多い
と聞いています。フランスワールドカップ（1998年）は、うっすら覚
えている。香川真司（1989年生まれ）がドーハを知らないというのに
は驚きました。これからの世代は、生まれたときからJリーグがあって、
日本代表がワールドカップにすごく近いところに存在している事実を当
たり前のように感じています。２大会連続でワールドユース大会に出場
できなかたゆゆしき問題がある一方で、僕らがサッカー少年だった時代
と、とりまく環境がまるで違うようになっています。世代が変わり、歴
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史はこのように積み重なっていくんだなと実感しますね。10大会ご覧
になった方は実感されていると思いますが……。成長していないのはマ
スコミくらいですかね。
中西　今回、先輩の原博実さんが監督人事のために尽力されたことを目
の当たりにしましたので、日本代表は大丈夫かと思います。
後藤　1992年に川淵三郎氏（日本サッカー協会名誉会長・当時は同協
会強化委員長）が日本代表臨時監督を雇おうとしました。しかし、外国
人監督にはまったくつてがない。当時は、日本にサッカーがあること自
体世界にあまり知られていない状態でした。ハンス・オフト氏（当時
FC ユトレヒトのマネージング・ディレクター）は1983年にヤマハ発
動機を天皇杯で優勝させた実績などがありましたので、オフト氏に頼ん
だところから始まりました。川淵氏自ら監督を探しに行っていい監督を
みつけて契約する、日本サッカー協会が経験を積み重ねていきているわ
けなんですよね。そこは大きく進歩しているところです。
内山　まさにそこがレガシーですね。遺産ということでいえば。
中西　今までは、ワールドカップの途中に監督人事の動きが水面下で動
いていたことが多かったのですが、今回は大会が終わった後から「ちゃ
んと探しに行きましょう」という動き方になっていました。ワールドカ
ップが終わったあとにすぐ新しい監督が就任するということではありま
せんでした。流れが変わりつつありますね。
　
これからのサッカー日本と FIFA ワールドカップ
内山　今後の FIFA の開催地についてお話をうかがいたいと思います。
日本は、2022年のワールドカップ開催に立候補しています。しかし、
その他にも立候補している国は多くあります。日本が開催の権利を得る
ためには、どのようなアプローチが必要なのでしょうか。パネリストの
方々にご意見をうかがいたいと思います。
中西　日本の他、アメリカ・オーストラリア・カタール・韓国などが立
候補していていますが、どうなるかは予測がつきません。とにかく
「初」がつく国が多いのです。オーストラリアだと初の開催、カタール
だと初の中東開催になります。「初」という言葉には大きな意味があり
ます。現在、FIFA には208の国と地域が加盟しているのですが、多く
の国に投票してもらう工夫が必要です。しかし、資金の問題があります。
今回、日本が招致委員会で使っている予算は9.5億です。多いと思うか
もしれませんが、ちなみにカタールはその30倍の資金を投入していま
す。300億です。同じテーブルにのってしまうと厳しいものがあります。
しかし、チャンスはあるかもしれません。日本は単独開催が悲願です。
「2050年までに FIFA ワールドカップを開催し、日本代表はその大会で
優勝チームとなる」と明言しているわけです。目標を実現させるために、
今も日本招致委員会が奔走しています（2010年12月の FIFA 理事会に
よってカタールに開催地が決定。全４回あった投票のうち、日本は２回
目の投票にて落選した）。
後藤　まず、一つ前提としていいたいのは、FIFA が自分たちの利益の
ために開催地を決めるであろう、ということ。では、どのようにすれば
FIFA にとって利益になるかを立候補国側がよくよく弁えておく必要が
あります。具体的には、開催地において FIFA の取り分であるマーケッ
トを拡大することができるかということです。そうすると、アメリカの
場合はサッカーがそれほどさかんではない国のため、期待薄の可能性が
高い。もちろん、競技人口は非常に多いのです。しかし、ベースボール、
フットボール、バスケットボールなどのスポーツにくらべると人気とい
う面では劣っています。アメリカという経済大国でもっとさかんになれ
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ば、非常に大きな利益になるのですが……。それから、オーストラリア
もサッカーよりフットボールラグビーのほうが人気は高い。しかし、近
年非常にサッカーに力をいれており、サッカービジネスとしても成功し
ています。次に、日本です。日本のサッカー界は市場として成熟してき
ています。
　FIFA にとって利益があるのはアメリカ、オーストラリア、日本です。
アメリカは市場規模が大きいためもっとも魅力のある候補ですが、すで
に94年にワールドカップを開いています。その際、FIFA がアメリカで
サッカーがさかんになるように考慮をして開催したのだけど、結果とし
てアメリカのサッカーはあまりさかんにならなかった過去があります。
それからオーストラリアは「南半球オセアニア開催」という名目はいい
のだけど人口が少ない。サッカー人気がある、人口も多い日本は FIFA
にとって利益になります。しかし、中国がでてきました。中国もワール
ドカップをやりたかった。そして、FIFA からみれば中国の巨大マーケ
ットは非常に魅力的なはずですよね。もし、2022年にアジアでワール
ドカップをしてしまうと、その次と次の大会でワールドカップをアジア
で開けないという点がある。となると、2022年はアメリカでやらせて
おいて、その次に中国にもっていきたいと FIFA は考えるかもしれませ
ん。
内山　招致の行方はどうなるでしょうか。
宇都宮　実は今の仕事の前に映像の制作会社で勤務していた時代があり
まして、2002年の招致の撮影で、アヴェランジェ会長（当時）にみせ
る、某広告代理店がつくるビデオの現場に駆り出されたことがあります。
スタジアムにさまざまな人種の外国人とエキストラを沢山あつめて、試
合を行なう風景の撮影をしました。ゴールがきまった瞬間に、ワールド
カップのマークが画面から飛び出してきてみんなで「ワーっ！」と騒ぐ、
という撮影でした。このとき「ああ、ワールドカップがくる」という興
奮を、身を以って感じました。当時は日韓の招致活動がすさまじかった
ですね。結局共催となりましたが……。あのころは、関係者をはじめ日
本全体が盛り上がっていました。その招致にたずさわった末端の人間と
しては、今現在、開催地が決まる12月２日が間近に迫っているのにま
ったく盛り上がっていないことに不満があります。日本でやってほしい
という思いがある一方で、アジア・日本で開催することに対する理由付
けが乏しいことも事実です。どうせ招致活動をするなら盛り上がりたい
のですが……。どうでしょうか。
中西　同感です。あと１カ月というところですから。こうなっている状
況の理由の一つとして FIFA 理事に対してどういうアプローチをするか
ということがすべてになってしまっていることが大きい。開催地の決め
方があいまいなんですね。
後藤　オリンピックは決め方が決まっています。投票数が少ないところ
から脱落していく。それと投票する人が100人以上います。我々が普
段体験している選挙に近いものがあります。FIFA の場合は投票する人
が24人という少人数です。１人が裏切るとすべてがひっくりかえるこ
ともあります。FIFA の選挙はそういった危うさを持っています。
内山　日本はワールドカップの招致活動をしていますが、当事者として
の感覚をメディア含めて皆さんに引っ張っていってほしいのですが、
2022年だと12年後ですね。間近に迫っていないから、なんとなく実
感がないと思いますが……。皆さんはもしかしたら2022年ワールドカ
ップのスタッフとして働くかもしれませんよ。
中西　開催地が日本に決まってから盛り上がるような気はします。
後藤　むしろ日本の売りは「盛り上がらなくても普通にできちゃいます
よ」ということではないでしょうか。普通は国家をあげて、スタジアム
をつくり道路を整備し、莫大な金額をかけて招致をするわけです。日本
はそうではなく、J リーグのノウハウを生かして開催できてしまうので
す。それくらいのことを強調しないといけないのでは。
中西　それもあると思います。
後藤　新潟のスタジアムの場合、2002年は駅までシャトルバスが混乱
したことありますが、今は心配ありません。１週間おきに３万位の人が
集まっていますが、混乱もなくスムーズに運営されていますね。J リー
グ経営によって、ノウハウも構築してきました。ですから「今日本で開
いたらなんの問題もなくできますよ」と言えます。そういうことを言え
る国はなかなかないでしょう。スタジアムも2002年に向けて建設した
スタジアムがそのまま使えます。運営も実績も積んでいます。
宇都宮　減点方法でいけば、日本は強いですよ。
後藤　しかし、日本の経済がもっと低迷して不景気になったら不安です
ね。開催できないかもしれない。
宇都宮　そうなったら、サッカーしている場合じゃあないです。
 （会場爆笑）
　
質疑応答・パネリストが占う 
サムライブルーの将来
内山　パネリストの方々にはさまざまなお話をいただきましたが、サッ
カーの試合でいえばロスタイムの時間になってまいりました。このあた
りから、お集まりの皆さんから質問をいただければと思います。日本の
サッカー界についてからあの選手の動向などについて、幅広く受け付け
たいと思います。
学生　今日はありがとうございました。第1回世界幼少年サッカー大会
で優勝したプラチナ世代といわれていた世代が、U-20の出場を逃して
しまって大丈夫かなと思っているところです。高校から J リーグに入
っている選手もいますが、これから若手はどういう道をたどればいいの
か、海外のチームに入るのがベストなのかを聞いてみたいです。
中西　まず、僕個人の意見としては、U-20の試合について非常に残念
な気持ちをもっています。AFC の U-19選手権2010の大会はチームと
して国際大会を経験できたことは良かったのですが、準々決勝で敗退し
FIFA の U-20ワールドカップ2011の出場権を逃してしまいました。し
かし、これをいい機会にとらえて、プラスに変えてほしいです。各世代
のワールドカップに出ること自体大事なことではありますが……。高校
大学でうまくいっていない選手もいますが、やってみないとわからない
ことがあります。もしかしたら、海外で大成功する可能性が無きにしも
非ず、です。たとえばアーセナルに入るチャンスは人生でそうあるもの
ではありません。僕自身アーセナルでプレーしたことありますが、あそ
こでの体験はかけがえのない経験となります。周りの人たちは、普段の
生活からして違います。チャンスがあれば海外にいくことはいいと思い
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ます。目の前でみて、一緒にいて、ご飯を食べるだけでも得られるもの
はあります。
後藤　基本的には海外に行った方がいい。選手の性格やプレイスタイル
など個性を考慮しながら、イングランドにいったほうがいいのか、ドイ
ツいったらいいのか、そういう選択をする必要はあります。しかし、い
ずれにせよ若い内から行った方がいいかと思います。U-17ですが、
FIFAU-17ワールドカップではどこで韓国と対戦するか、によって変わ
ります。今までは「19歳くらいの選手が、ユースを経て J リーグに入
って伸び悩む。で、20歳になるとようやく出場の機会が出てくる。ア
ジアユースでは勝てなくても、ワールドユースにいくと韓国の選手より
上の成績へいく」というケースが長い間続いてきました。今の若い子た
ちはある程度の力を持っています。今回の失敗は、主力選手が J リー
グに出ているからチームづくりができなかった。ですから結局個人能力
だのみの試合をしていたという風にみえました。言いかえると、19歳
の選手が J リーグのトップクラスのチームで活躍できるようになった
ことであり、悲観的な要素ばかりではないと感じています。
学生　個人的にライターをめざしています。サッカーは人気のあるスポ
ーツですから、ライターという世界で生き残るのも大変だと思います。
成功した理由、そういうものを教えていただきたいのと、何が必要なの
かを教えてください。
宇都宮　まず、サッカーライターは考え直した方がいいです。まちがい
なくお金持ちにはなれません。そして、まともな生活できるかどうかも
わかりません。なぜかというと、ご存じのようにサッカー人気は盛り返
しましたが、サッカー雑誌が増えたか、媒体がふえたかというとそんな
ことはないですし、むしろ減っています。少ない媒体を多くの人が奪い
合っている状態です。また、もう一つ申し上げると、原稿料があがって
いません。もろもろの条件を申し上げましたが、まず厳しい状況を認識
されたほうがいいです。
 「それでもサッカーライターになりたい」という方は、まず、就職を1
回した方がいいです。いろんな学生さんから相談を受けるのですが、ま
ず就職するように言っています。スポーツ業界の就職も難しいですが、
何でもいいです。自分が食べていけるだけのベースをつくり、かつ社会
常識、電話の取り方といった基本的なことを含めて知る。いろんなこと
知りながら３年位勤めて、それでもやりたいと思うなら挑戦するといい
と思います。
　何が必要かということに関しては、僕の場合は運がよかったとしか言
えません。もちろん努力することは当たり前ですが、努力に対して対価
がもらえるという世界ではないので、運がよかったとしか僕は言えませ
ん。恥ずかしい話ですが、ちゃんと食べられるようになったのは33歳
くらいになってからです。それまでアルバイトして取材費をねん出して
年に2、3回海外に行って取材して、しかしどこも載せてくれませんで
した。ですからまたアルバイトをしてお金を貯めていました。達成感は
あります。しかし来年再来年どうなっているかまったくわからない、不
安定な世界です。
後藤　いろんな話を伺えますし、素晴らしい世界ですよ。僕が書き手に
なれたのは、誰もサッカーをみていなかった時代からサッカーを見てき
たからです。これから参入する人はいっぱいライバルがいます。そうい
うなかで競争しないといけないとなると、なにか自分の得意分野、これ
が専門分野だというものをつきつめることが大事かと思います。自分の
出身地のチームをつきつめる。あるいは中学生年代のサッカーを突き詰
める。語学ができたらそれを活かして取材する。たとえば中学生年代を
専門として選んだのなら、教育学なども学ぶ必要があるでしょう。何を
専門にするか見極めが重要かと思います。しかしあまりマニアックでは
需要がありません。そのあたりも考えてみてください。
中西　僕は、サッカー選手で原稿書いている人は誰もいなかったからか
と思います。いまだにプレーヤー出身のライターはいません。僕は現役
の時から１回につき原稿用紙30枚くらい書いていました。選手で書い
ていたのは珍しかったし、当時からブログもやっていました。「書けば
可能性あるよ」と、現役選手たちにも言っています。リスクはあります
が、やりがいがあると思いますよ。
学生　J リーグが盛り上がるためにはどうすればいいか、ということに
ついて今調べています。J リーグが開幕して20年近くなりますが、そ
の時にサポーターになった方が、現サポーターの割合を多く占めている
という現状を耳にしました。新しいサポーターを増やす上でなにが必要
か、J リーグが盛り上がるためにはサポーターの力が必要かと思います。
あと、今後の日本代表の10番を背負うのは誰なのか、気になるのでお
聞かせ下さい。
内山　なかなかよくばりな質問ですね。どこからいきますか。
中西　じゃあ、内山さんから……。
内山　私ですか（笑）。私は日本放送協会で仕事をしています。視る人
を増やして、ファンを掘り起こすのはメディアです。J リーグの事情も
ご存じかとおもいますが、海外とくらべてテレビの放送料の割合が非常
にすくない。さらにいえば、J リーグの現場では、地上波での露出が少
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ない。地上波での放送を増やすというのが直近の方法かもしれません。
中西　これまで J リーグはじめ日本サッカーの取材をしてきましたが、
もっと取材のハードルが低ければ、選手のインタビューとか取り上げら
れるときにスムーズにいくのではないかと思います。取材のハードルを
下げるように事務所の方々にもお願いしています。10番に関しては、
本田選手というイメージをもっている方もいるかもしれませんが、僕は
香川だと思います（2011年１月に香川選手が10番に指名された）。
後藤　今まで J リーグは地域密着型のチームをつくる努力をしてきま
した。ですから、たとえ南アフリカワールドカップで日本が３連敗に終
わっていたとしても J リーグは駄目にはなりません。固定ファンが各
チームについているからです。しかし、地上波で視聴率がとれない。地
元だけでは多くのファンがいないから。ですから、全国区のチームも必
要なんです。かつてのヴェルディがそうですね。あそこのチームを倒し
たい、という注目される存在。下から押し上げられるのではなく、上か
ら引っ張るような存在。そういう存在が必要ですし、つくる努力をしな
くてはなりません。テレビの放映権料を分配金にしていますが、人気チ
ームにはそれなりに分配をするなどの考慮も必要でしょう。10番につ
いてですが僕も香川だと思います。本田の場合は全体をみわたす８番の
ような選手になるような気がします。10番になると香川の方がぴった
りのイメージです。
宇都宮　今、タイではプレミアリーグが盛り上がっています。J リーグ
よりレベルは下です。非常に厳格に感じて、タイでは海外サッカーに人
気が集まっており、自国の選手をみる人の方が少数です。しかしここ数
年、プレミアリーグをつくったことでスタジアムが増え、サポーターも
増え、９３年の J リーグ開幕をほうふつとさせるような妙な盛り上が
りがありました。で、タイのリーグはいくつか理由があるのですが、世
界市場を非常に意識するようになって、スポンサーを海外からどんどん
呼び込んだ。また、海外の若い選手を有望な選手の移籍金をどんどんも
らうチームもあります。国内だけで解決していてはリーグは成り立たな
い、ということを最初から認識しています。今の日本はどうでしょうか。
どんどん人やお金、企業を呼び込まなければ国内だけでは消化しきれま
せん。あと、10番ですが私だったら本田にしたい。10番は、その人を
すごく成長させると思います。本田が10番背負ったらどう変化するの
かを見てみたいです。
内山　長めのロスタイムとなり、ベテランが多い我々はそろそろ足がも
つれております。私は個人的には誰ではなく、４年後召集されるエース
に背負ってほしいとおもいます。苦しいときにチームをすくってくれる
ような徹底的な仕事をする存在に背負ってほしいとおもいます。皆さん
にとってサッカーというものが身近になるように、視る楽しみ、支える
楽しみもあるということが実感していただければ幸いです。それでは、
我々はこれにてタイムアップということになります。長時間ありがとう
ございました。
　ワールドカップは我々に何を残したのだろうか。シンポジストからは
明確な示唆を頂くことができた。開催国である南アフリカは、世界各国
のサポーターを安全に受け入れ、また大会は全く滞りなく、かつ盛会に
運営することができた。このことにより南アフリカは、国の国際的イメ
ージを大きく向上することに成功した。その裏には、インフラとスタジ
アムが見事に整備されていたことが要員の一つとしてあげられる。その
インフラとスタジアムは、今後もアフリカでの国際大会の招致に役立つ
に違いない。大会は南アフリカにサクセス（成功）、プライド（自信）、
ユニティ（統一）のレガシーを残したのだ。
　日本においては、ベスト16という輝かしい成績が大きなレガシーだ
ろう。まず中西哲生氏からは、本田選手の言葉を引用し、現場選手の経
験の蓄積の大切さとそれを次世代へどう伝えていく必要性が述べられた。
次に後藤氏は、この大会の経験を生かすことができれば、日本サッカー
界のターニングポイントとなり得るだろうと語った。日本代表の選手に
おいては、世界トップレベルで戦える、戦うのだという意識のターニン
グポイントとなるだろう（その後に行われた第15回 AFC アジアカップ
では激戦を勝ち抜き優勝を果たした）。また、サッカー協会としては、
これからは世界基準で行動するきっかけとなるに違いない。実際に、ワ
ールドカップ後の日本代表監督の選考方法は、理想的な手続きを経てい
たという組織変化の健全性について述べた。そして最後に宇都宮氏から
は、人種による体力の優劣が勝敗を決めるのではなく、その国や地域の
持つスポーツの歴史と文化から国際競技力の優劣が生まれてくるのでは
ないか、というグローバル化への移行ではなくグローカル化の視点から
の発言があった。その意味でいえば、強豪国を破ってのベスト16は日
本代表チームに強い自信をもたらしたに違いない。
　我々にとって重要なのは「レガシーをどのように活かすのか」である。
サッカーのワールドカップでみれば、ベスト16という成績それだけで
は、記録と記憶に残る以外には日本に何も残すことはできまい。それま
でのプロセスや試合での課題を分析し、それをフィードフォワードする
ことで日本代表は更に成長し、組織も成熟していくことに繋がっていく
はずである。
　スポーツ界は様々なレガシーを持っており、それはこれからも積み重
ねていくことになるだろう。これまでには、しまい込んでその侭になっ
ているものもたくさんある。それを活かすことができれば、レガシーを
我々の未来のプロパティ（資産）に変えることができよう。
（トータルコーディネーター　飯田義明）
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